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１． 名称及び代表者名
名称 合資会社　山口組
代表者名 代表社員　家村　淑子

２． 所在地
本社 徳島県三好市三野町太刀野7番地
資材倉庫(本社前) 徳島県三好市三野町太刀野7-1
資材倉庫① 徳島県三好市三野町芝生15-3
資材倉庫② 徳島県美馬市美馬町上野51-4

３． 環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者
及び担当者

水野　敬介

連絡先 0883-77-2120

FAX 0883-77-2489

４． 事業内容

徳島県知事許可（特－04）第532号

土木工事業　とび・土工工事業　水道施設工事業

５． 事業規模

売上高 6,328万円

本社 資材倉庫(本社前) 資材倉庫① 資材倉庫②

従業員 14人 無人 無人 無人

延べ床面積 179.11m
2

175.9m
2

336.85m
2

448.28m
2

６． 事業年度

１月～１２月

【認証・登録の対象組織，活動】
１． 登録組織名 合資会社　山口組

本社

資材倉庫

２． 活動 事業内容に準ずる

３． 対象範囲 全組織・全活動・全従業員

作成者：環境管理責任者　水野　敬介
作成承認日：令和7年3月3日

【 組 織 概 要 】



【環境活動組織図】

担当者

代表社員 ・環境経営に関する統括責任

・

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・下請け工事・個人工事の受注拡大交渉

・施設,設備の見直し・改良

・若手社員の雇用推進

・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営活動計画を承認

・環境経営目標の設定を承認

・発注者，仕入れ先，同業者との情報交換及び交渉

・環境経営活動の取組み結果を代表者へ報告

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進会議事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規制等の一覧表及び遵守対応」の作成

・環境経営目標・環境経営活動計画原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケ－ションの窓口

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・若手社員の育成及び、資格取得への協力

・自部門に関連する目標及び経営活動計画の実施強化、報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

全従業員 ・環境経営方針を理解し環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

改定日：令和7年1月6日

役割・責任・権限

環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間、
技能、技術者を用意

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

代表社員

業務執行委員

環境管理責任者

水野 敬介

環境事務局

尾形 美紅

経理，総務部

金村 隆広

建築，土木部

近藤 健一

資 材 倉 庫

中村 健一



番号 目標課題 具体的な活動 責任者 日程

電気使用量削減

燃料使用量削減

電力消費量削減 ｴｱｺﾝの設定温度調節(冷房28℃，暖房20℃) 6月,11月

外出時，未使用時の照明・ﾊﾟｿｺﾝの電源ｵﾌ

事務作業の効率化(残業減少)

夏場の事務所の温度上昇対策 5月

燃料消費量削減 車両については急発進・急ﾌﾞﾚｰｷをしない

重機についてはｴﾝｼﾞﾝ回転が9割程度での作業にする

定期的な車両状況の点検・管理 月1

乗り合い乗車の励行 常時

過積載防止の徹底 常時

水使用量削減 溜め洗いの実施

洗車時間短縮

節水運動の展開

ゴミ分別の徹底

リサイクル化への取組み

産業廃棄物の管理徹底

プリントミス用紙のコピー時の裏使用

室内機の点検(異常音・霜付きの有無等)

室外機の点検(異常振動・異常音・油のにじみ・ｷｽﾞの有無等)

重機エアコンの点検(運転席内・運転席外)

グリーン購入の推進 環境に配慮した建設資材、事務用品の購入

仕入れ先への環境配慮の協力要請

アドプト事業年３回以上実施 年4回

周辺地域の清掃活動参加・除草作業 適時

現場の環境配慮 間伐材使用の看板を使用

環境負荷の低減に向けた工程改善

人材育成 若手社員の雇用促進・育成

年齢に応じた技術向上

受注拡大及び経費削減 受注工事の見直し

材料費の見直し・交渉

省資源，省エネ活動の継続及び強化

業務用・重機エアコン
の定期的簡易点検

高畑　祐生 年4回

7

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

改　 訂 　日：令和7年1月6日

10 近藤　健一 適時

11 近藤　健一 常時

2 金村　隆広 常時

3 近藤　健一

常時

【　環　境　経　営　活　動　計　画　】

1
二酸化炭素
排出量削減

近藤　健一 常時

常時

5

9
各工事管理

監督者

尾形　美紅 常時

4 中村　健一

尾形　美紅 適時

8 社会貢献アドプト事業 高畑　祐生

廃棄物排出量
の管理徹底

適時

6



令和6年度の環境経営実績【令和6年1月～令和6年12月】

二酸化炭素排出量 177,299 kg-CO2 173,301kg-CO2 102%

使用電力 9,275 kWh 7889kWh 118%

燃料使用量（ガソリン） 8,475ℓ 6,785ℓ 125%

（軽油） 58,785 ℓ 58936ℓ 100%

（灯油） 378ℓ 515ℓ 73%

一般廃棄物 155kg 152kg 102%

産業廃棄物 135t 36t 375%

産業廃棄物再資源化率 79% 70% 89%

水使用量 194㎥ 227㎥ 85%

県産木材の活用
使用木材のうち85%
が県産木材使用

使用木材のうち85%
が県産木材使用

100%

工程改善及び工期短縮 80%以上 73% 110%

地域清掃参加 年3回以上 年4回 〇

目標項目 年間目標値

※電力の排出係数は0.535kg-CO2/kWh(四国電力)を使用

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作成承認日：令和7年3月3日

年間実績 年間達成率



環境経営目標【令和7年～令和9年】

R4～R6年度実績 令和7年度目標 令和8年度目標 令和9年度目標

平均基準値 基準値1%削減 基準値2%削減 基準値3%削減

二酸化炭素排出量 176,328kg-CO2 174，565kg-CO2 172,802kg-CO2 171,039kg-CO2

使用電力 8,864kWh 8,776Wh 8,687kWh 8,599kWh

ｶﾞｿﾘﾝ　7,658ℓ 7,582ℓ 7,505ℓ 7,429ℓ

軽油　59,101ℓ 58,510ℓ 57，919ℓ 57,328ℓ

灯油　597ℓ 592ℓ 586ℓ 580ℓ

一般廃棄物 153kg 152kg 150kg 149kg

産業廃棄物 206ｔ 204t 202t 200t

産業廃棄物再資源化率 79% 80% 81% 81%

水使用量 235㎥ 233㎥ 231㎥ 229㎥

県産木材の活用
使用木材のうち85%
が県産木材使用

使用木材のうち85%が
県産木材使用

使用木材のうち85%が
県産木材使用

使用木材のうち85%が
県産木材使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工程改善及び工期短縮 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上

地域清掃参加 年3回以上 年3回以上 年3回以上 年3回以上

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作成承認日：令和7年2月3日

目標項目

燃料使用量

※電力の排出係数は0.535kg-CO2/kWh(四国電力)を使用



番号 目標課題 具体的な活動 責任者 達成状況 1年間の実績評価(次年度取組の方向）

電気使用量削減 ◎

燃料使用量削減 ◎

ｴｱｺﾝの設定温度調節(冷房28℃，暖房20℃) ◎

外出時，未使用時の照明・ﾊﾟｿｺﾝの電源ｵﾌ ◎

事務作業の効率化(残業減少) ◎

夏場の事務所の温度上昇対策 ◎

車両については急発進・急ﾌﾞﾚｰｷをしない ◎

重機についてはｴﾝｼﾞﾝ回転が9割程度での作業にする ◎

定期的な車両状況の点検・管理 ◎

乗り合い乗車の励行 ◎

過積載防止の徹底 ◎

溜め洗いの実施 ◎

洗車時間短縮 ◎

節水運動の展開 〇

ゴミ分別の徹底 ◎

リサイクル化への取組み 〇

産業廃棄物の管理徹底 ◎

プリントミス用紙のコピー時の裏使用 ◎

室内機の点検(異常音・霜付きの有無等) ◎

室外機の点検
(異常振動・異常音・油のにじみ・ｷｽﾞの有無等)

◎

重機エアコンの点検(運転席内・運転席外) ◎

環境に配慮した建設資材、事務用品の購入 ◎

仕入れ先への環境配慮の協力要請 ◎

アドプト事業年３回以上実施 ◎

周辺地域の清掃活動参加・除草作業 ◎

間伐材使用の看板を使用 ◎

環境負荷の低減に向けた工程改善 〇

若手社員の雇用促進・育成 〇

年齢に応じた技術向上 △

受注工事の見直し ◎

材料費の見直し・交渉 ◎

省資源，省エネ活動の継続及び強化 ◎

【達成状況の評価】

・十分にできている ・・・・・ ◎

・概ねできている ・・・・・ ○

・不十分である ・・・・・ △

・できていない ・・・・・ ×

3 燃料消費量削減 近藤　健一

1
二酸化炭素
排出量削減

近藤　健一

2 金村　隆広電力消費量削減

5 尾形　美紅
廃棄物排出量
の管理徹底

水使用量削減

6
業務用・重機エアコン
の定期的簡易点検

高畑　祐生

4 中村　健一

7 尾形　美紅

11 近藤　健一

8
社会貢献

アドプト事業
高畑　祐生

9
各工事管理

監督者

【　環境経営計画取組結果の評価，次年度の取組み　】

令和6年1月～令和6年12月

受注拡大及び
経費削減

人材育成

現場の
環境配慮

グリーン購入
の推進

全体的に削減できていた。

エアコンと測量機械を最新の物に
する事で、消費電力の減少と残業
の減少に繋がった。
また細かい節電をすることで、達成
率が118％となり良い結果になっ
た。

今年度も、達成率を上回ることが出
来た。
引き続き節水を心掛けていきたい。

分別・管理ともに、社員一同意識し
ている取り組みである。
また再資源化率が目標値に達成し
ているが、工事内容によるものであ
る。

年4回の点検時には、フィルターや
室外機の埃やゴミ等を取り除いて
いる。
重機のエアコンも、年間通して点検
を引き続きしていく。

発注者側の要望も、リサイクル製品等
使用の意向が多くなってきていて、環
境に配慮した商品の購入は増えてい
る。

河川・県道のアドプトに加え、工事現場
周辺でも月1回程度の清掃活動を行う
ように心掛けている。

工程改善においては、環境負荷の低減
に向けては取り組みたいと思っている
が、工事内容により、それが取り組め
ない時もある。

10 近藤　健一

請負工事の現場が本社から離れて
いる為、乗り合い乗車を確実に行っ

た。
車両もハイブリッド車を使用する事

で燃料の消費量を削減した。

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作成承認日：令和7年3月3日

経験年数のあるベテランから若手
社員の退職もあり、人事の入れ替
わりがあった年であった。若手の技
術向上にも働きかけていかなけれ
ばならない。
材料の入荷状況を
常に搬入業者と打合せを行い、工
期を遅延させる事なく施工できた。



番号 目標課題 具体的な活動 責任者 日程

電気使用量削減

燃料使用量削減

電力消費量削減 ｴｱｺﾝの設定温度調節(冷房28℃，暖房20℃) 6月,11月

外出時，未使用時の照明・ﾊﾟｿｺﾝの電源ｵﾌ

事務作業の効率化(残業減少)

夏場の事務所の温度上昇対策 5月

燃料消費量削減
車両については急発進・急ﾌﾞﾚｰｷをしない
重機についてはｴﾝｼﾞﾝ回転が9割程度での作業にする

常時

定期的な車両状況の点検・管理 月1

乗り合い乗車の励行 常時

過積載防止の徹底 常時

水使用量削減 溜め洗いの実施

洗車時間短縮

節水運動の展開

ゴミ分別の徹底

リサイクル化への取組み

産業廃棄物の管理徹底

プリントミス用紙のコピー時の裏使用

室内機の点検(異常音・霜付きの有無等)

室外機の点検(異常振動・異常音・油のにじみ・ｷｽﾞの有無等)

重機エアコンの点検(運転席内・運転席外)

グリーン購入の推進 環境に配慮した建設資材、事務用品の購入

仕入れ先への環境配慮の協力要請

アドプト事業年３回以上実施 年4回

周辺地域の清掃活動参加・除草作業 適時

現場の環境配慮 間伐材使用の看板を使用

環境負荷の低減に向けた工程改善

人材育成 若手社員の雇用促進・育成

年齢に応じた資格取得推進

受注拡大及び経費削減 受注工事の見直し

材料費の見直し・交渉

省資源，省エネ活動の継続及び強化

尾形　美紅 常時

【　令　和　7　年　度　環　境　経　営　活　動　計　画　】

1
二酸化炭素
排出量削減

近藤　健一 常時

2 金村　隆広 常時

3 近藤　健一

4 中村　健一 常時

5

適時

8 社会貢献アドプト事業 高畑　祐生

9
各工事管理

監督者

廃棄物排出量
の管理徹底

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作　成　日：令和7年3月3日

10 近藤　健一 適時

11 近藤　健一 常時

適時

6
業務用・重機エアコン
の定期的簡易点検

高畑　祐生 年4回

7 尾形　美紅



環境法規制の名称
該当する要求事項
(対応すべき事項)

当社の対応 環境活動計画番号 担当 文書・記録 確認

環境への負荷の低減及び環境保全に努める
環境負荷
ﾁｪｯｸｼｰﾄ

○

廃棄物等の処理その他の公害を防止
環境目標
実績表

○

温室効果ｶﾞｽの排出の抑制等のための措置

国及び地方公共団体が実施する温室効果ｶﾞｽの排出の抑制等の
ための施策に協力しなければならない。

産廃収集業者の許可の確認

産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約

マニフェスト交付・保管(5年間) ﾏﾆﾌｪｽﾄの発行と確認及び保管義務

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 県担当課に6月30日までに作成･提出

自社による運搬時の表示、書類携行 委託先の許可確認

水銀使用製品産業廃棄物の取り扱いの遵守 処理基準、保管基準、委託基準、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付

再資源化等の実施義務 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻・ｱｽﾌｧﾙﾄ殻等の再生資源化

発注者への再資源化等完了報告と記録の保存 再生資源利用計画書及び実施書の書類作成

下請け業者への告知等

第1種特定機器　簡易点検3ｹ月に1回

(空調事務所機器：3.5kW)

点検・整備記録簿を廃棄後3年間保存
廃棄時は引取証明書(原本)を3年間保存

重機売却時には第1種特定機器の点検・整備記録簿
を売却先に引き渡しを行う。

グリーン購入法 環境物品等を選択するよう努める 環境物品の購入の選択 7 尾形
注文時・請求

書確認
○

特定建設作業の事前届出 特定建設作業の市町村への事前確認,届出書

規制基準の遵守 資材倉庫での作業も含む

自然環境を脅かすことなく、尚且つ保全に努
力する

アドプト事業

過去3年間、訴訟もありません。

騒音・振動規制法 適時 近藤 届出書 －

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作成承認日：令和7年3月3日

地方自治体の各条例
事業者は地方自治体の条例に基づき、自然環境の保
全に努めなければならない。

適時 水野 届出書 ○

環境関連法規制の遵守確認をした結果、違反はありませんでした。

フロン排出抑制法 近藤
点検・整備

記録簿
○6

事務所内、業務用ｴｱｺﾝの定期的簡易点検
重機ｴｱｺﾝの点検

建設リサイクル法 5 水野 COBRIS ○

月明細
集計表

○

委託契約締結と契約書の確認と保管業務

地球温暖化対策法 電気・水・燃料等の消費量の削減 2,3,4 金村

廃棄物処理法 尾形
契約書
許可証

マニフェスト
○5

【環境関連法規制等の一覧表及び遵守状況】

環境基本法
ばい煙、汚水、廃棄物等の処理、その他の公害を防止し、
又は自然環境を適正に保全するために必要な措置を講ず
る責務を有する。

全般的該当 近藤



【代表者による全体の評価と見直し】

評価内容 管理責任者の報告，是正
変更の
必要性
の有無

指示事項

環境経営方針 継続して、取り組みが行われている 無

環境活動組織 退職者による組織担当の変更があった 有 環境管理責任者が指導を行う事

環境経営目標 灯油と水使用量以外達成できた 無

環境経営活動計画 継続して取り組む 無

環境経営システム 継続して取り組む 無

実施体制
新しい社員にもエコアクションの取組教育をして
いく

無

その他 特になし。 無

【総　括】

　

代表社員　家村　淑子　　

令和　7年　3月   3日　　

合資会社　山口組　　　　

令和6年度の環境経営実績は概ね、目標値を超えて達成することが出来た。
特に運搬等が必要な工事が多い中、軽油の使用量の実績は効率よく作業に取り組んだ結果だと思われ
る。
事務所運営にかかる、電力・灯油・一般廃棄物の達成率も社員一丸となりエコアクションに
取り組んだ結果だと考えられる。また、エアコンを新しくしたことで消費電力の減少に繋がった。

工事の施工効率を良くし工夫して、産業廃棄物の搬出量に対して取り組めることを検討していきたい。



拡 大 図

合資会社 山口

組
徳島県三好市三野

合資会社 山口組 位置図

ＪＲ徳島線 江口

駅から約1260m

「徳島ＩＣから63km」

美馬ICを下りて県道

12号線を池田方向

へ10,5km

JA三野支所を南へ

100m



【外部からの苦情等の受付及び改善処置】

確認日 確認者

作成承認者：環境管理責任者　水野　敬介

作成承認日：令和7年1月6日

改善確認
日付 場所（現場名） 苦情・要望内容 改善方法

当期間内における外部からの苦情・要望などは発生していません。



節電

エコドライブ

用紙削減

ミスプリントの裏側を再利用することで、用紙削減に努めています。

ゴミの分別

事務所・現場共に、分別用のごみ箱を設置しゴミの分別化を促進させました。

【 環 境 活 動 の 紹 介 】

注意喚起シールを、電気スイッチやエアコンリモート部に貼付け、節電に対する社員の意識
向上を図っています。

車庫等にエコドライブを推進するポスターを貼付け、社員の意識向上を図っています。



グリーン商品の購入と使用

緊急時訓練

社会貢献活動

商品購入の際には、グリーン商品を積極的に購入するとともに、現場では県内産の間伐材
利用の工事看板を設置するようにしています。

年４回のアドプト事業に加え、現場でのさまざまな清掃活動を行い、環境保護に努めていま
す。


